
社協だより「ごか」の発行には、赤い羽根共同募金の配分金が使われています。

社会福祉法人 五霞町社会福祉協議会 事務局 五霞町大字江川3201福祉センター「ひばりの里」内

社協だより
第 68 号

発行　令和８年７月 ご　か
☎(0280)84-0765　ホームページ http://www.goka-syakyo.or.jp　Ｅメール info@goka-syakyo.or.jp

～ 訂正とお詫び ～
　前回発行の「社協だより　ごか」におきまして、号数の表記に誤りがございました。

読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

今後は確認体制を徹底し、再発防止に努めてまいります。

何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

【訂正】 誤）社協だより　第66号　　

 正）社協だより　第67号

心のふれあい

シニアクラブ連合会の皆様に、
五霞小学校で昔遊び体験のゲスト

ティーチャーを務めていただきました！

子ども食堂
「ごか｣ が

オープンしました！

～ボランティア連絡協議会視察研修～
｢日本ハムファクトリー株式会社 茨城工場｣様
にてウインナー作りを体験してきました！

2月4日㈬ 2月24日㈫

4月11日㈯



収入の部 予算額 (単位：円)

支出の部 予算額 (単位：円)

町受託金収入　58,403,000

法人運営事業拠点　49,833,000

受託事業拠点　24,527,000

共同募金配分金収入　3,000,000

歳入
122,248,000円

　

次年度繰越金　4,710,000

介護保険事業拠点　43,178,000 歳出
122,248,000円

その他の収入　11,733,000

前期繰越金　6,676,000 会費収入　1,282,000

介護保険収入　6,302,000

町補助金収入　34,852,000
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　地域における各種イベントや交流活動が活発に行われるようになり、住民同士の

交流や地域活動も徐々に活気を取り戻してきています。一方で、物価高騰の長期化

や経済情勢の不透明さなどにより、生活に不安を抱える世帯も見られるなど、地域

福祉を取り巻く環境は依然として厳しい状況にあります。

また、少子高齢化の進行や単身世帯の増加、地域におけるつながりの希薄化などに

より、生活課題は複雑化・多様化しており、地域における支え合いの重要性は一層高まっています。

こうした状況の中で、地域住民一人ひとりが主体となり、互いに支え合いながら安心して暮らすこと

のできる地域づくりを進めていくことが求められています。

　本協議会では、第３次五霞町地域福祉活動計画の基本理念である「みんなが集い　ふれあい　支え

あうまちづくり」に基づき、地域住民、関係団体、行政機関、専門職等との連携をより一層強化しな

がら、地域福祉活動の推進に取り組んでまいります。

　また、多様化する地域課題に的確に対応するとともに、人と人とのつながりを大切にした地域共生

社会の実現を目指し、住民主体の福祉活動を支援しながら、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし

続けることができる福祉のまちづくりを推進してまいります。

基本
方針

重点目標
１．福祉意識の向上
２．生活支援の充実
３． ボランティア活動の促進と暮らしの安心感の向上

４． 多様な支援・サービスと情報提供の充実
５．社協基盤と組織体制の強化

令和8年度 五霞町社会福祉協議会事業計画



収入の部 決算額 (単位：円)

支出の部 決算額 (単位：円)

町補助金収入　33,962,386

共同募金配分金収入　2,450,908 

介護保険収入　4,635,317

会費収入　968,600

法人運営事業拠点　80,129,660

障害者自立支援事業拠点　22,248,704

町受託金収入　66,220,043 

前期繰越金　32,735,579 

歳入
211,230,438円

次年度繰越金　33,606,954

介護保険事業拠点　58,660,017 

受託事業拠点　16,585,103

歳出
211,230,438円

その他の収入　69,589,834

障害者福祉サービス　667,771
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事業内容 ○法人運営事業拠点
　１．法人運営事業
　２．共同募金配分事業
　３．健康福祉まつり事業
　４．健康福祉まつり募金管理
　５．心配ごと相談事業
　６．善意銀行運営事業
　７．福祉用具貸与事業
　８．生活福祉資金貸与事業

　物価高騰の長期化や社会経済情勢の先行き不透明感が続く中、食料品や光熱費などの生活コストは上昇を続け
ており、特に年金生活者や子育て世帯にとって家計への負担は大きなものとなっています。一方で、地域では各
種イベントや交流活動が活発に行われるようになり、住民同士のつながりや地域活動にも徐々に活気が戻りつつ
あります。
　今年度も開催した「健康福祉まつり」には、多くの町民や関係団体にご参加いただき、世代を超えた交流の輪
が広がるとともに、地域のつながりやにぎわいを改めて実感する機会となりました。また、各種地域活動を通じ
て、住民同士が顔を合わせ、支え合いの意識を育む取り組みが着実に地域に根付きつつあります。
　その一方で、少子高齢化の進行や単身世帯の増加、地域におけるつながりの希薄化などを背景に、高齢者の孤
立や生活困窮をはじめとする地域課題は複雑化・多様化しています。こうした現状に対し、本会では相談支援体
制の充実を図るとともに、地域住民、関係機関及び関係団体との連携強化に努め、地域の実情に応じた支援の推
進に取り組んでまいりました。
　生活困窮者への相談支援やフードパントリー事業の継続実施、高齢者等への見守り支援をはじめ、各種事業を
通じて、多様化・複雑化する地域福祉課題への対応に努めてまいりました。
　今後も、地域住民をはじめ関係機関・団体との連携を一層深めながら、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし
続けることのできる福祉のまちづくりの実現に向け、職員一丸となって地域福祉の推進に取り組んでまいります。

○障害者自立支援事業拠点
　１．地域活動支援センター事業※
○受託事業拠点
　１．福祉センター「ひばりの里」管理運営事業
　２．在宅福祉サービスセンター事業
　３．日常生活自立支援事業
○介護保険事業拠点
　１．五霞町地域包括支援センター運営事業

※ の事業は、令和 8年３月 31 日をもちまして廃止となりました。

令和7年度 事業報告と決算
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　新型コロナウイルス感染症に伴う生活福祉資金特例貸付をご利用された方

 で、現在の生活状況が厳しく、「貸付金を償還することが難しい」「償還

期間を遅らせたい」などのお悩みをお持ちの場合、所定の手続きにより、償

還免除または償還猶予が認められる場合があります。

　お困りの際は、まずはお気軽に五霞町社会福祉協議会へご相談ください。

【償還に関する問い合わせ】 五霞町社会福祉協議会　☎0280-84-0765 

生活福祉資金特例貸付の償還(返済)に関するお知らせ

 《現金》
  •五霞町ゴルフ同好会 様 52,267円
  •有限会社 茨城シー・ティー・ヴィー・サービス 様 50,000円
  •太陽の家父母会 様 719,455円
  •元栗橋 新成会 様 5,138円
  •春日 道夫 様 12,200円

 《物品寄付》
  •政府備蓄米、食料品（フードバンク茨城 様）
  •食料品、経口補水液1ケースほか（明治安田生命保険相互会社 様）
  •食料品（福祉センター「ひばりの里」内設置のきずなBOX）

 《その他》
 •使用済み切手　　約3,600枚
 •ベルマーク　　　　　 86ｇ
 •ペットボトルキャップ
  （日本製紙リキッドパッケージプロダクト株式会社 様）

　皆さまからの温かいご支援に、心より感謝申し上げます。
　お寄せくださったお気持ちは、ご意向に沿って、必要とされている方々へ大切にお届けいたします。

  五霞町社会福祉協議会では、少子高齢化が進み福祉に対するニーズが多様化する中、地域福祉の推進

と、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指して活動しております。

　社協会費は、こうした活動を円滑に進めるための大切な財源です。町民の皆様のご理解とご協力を、

どうぞよろしくお願いいたします。

　会費をご納入いただいた世帯の方には、下記のサービスをご提供しております。該当される方は、お手

数ですが本会までご連絡くださいますようお願い申し上げます。

※ 本会貸与の特殊寝台をご利用
中、またはご利用を開始される
方で、自力での起き上がりが困
難な方のみ対象となります

太陽の家父母会様からの寄付金
受領の様子

明治安田生命保険相互会社様より
ご寄付いただいた経口補水液

日本製紙リキッドパッケージプロダクト株式会社様
とご寄付いただいたペットボトルキャップ

1. 米寿(88歳)の
お祝い品贈呈

2.新生児の
   紙おむつ贈呈   

3. 車椅子の1ヶ月間
無料貸し出し

4. 防水シーツの支給

心温まるご寄付をありがとうございました！

 社会福祉協議会会費についてご協力のお願い

数ですが本会までご連絡くださいますようお願い申し上げます。
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★ 一人暮らしの方・高齢者の方
へのサービス、活動のサポート

★  介護の必要な方への
サービス

★生活にお困りの方へのサポート

★ボランティア活動の促進

・配食サービス事業
・お茶友会

・ 家族介護教室、介護相談　など
・フードパントリー
・フードバンク　など

・ボランティア連絡協議会研修
・健康福祉まつり　など

「誰かに話を聞いてほしいけれど、どこに相談すればよいか分からない」

そんなときは、ぜひ心配ごと相談をご利用ください。

生活・家族・福祉のこと(※法律的なことを除く)など、どんな小さな悩みでもお聞きします。

もちろん、秘密は厳守いたします。一人で抱え込まず、まずはお話しください。

おひとりで抱え込んでいること、ありませんか？
『心配ごと相談』をご利用ください～

〜ご利用案内〜 〜 2026年度(7月〜3月)開催予定日〜

※印の日は、祝日等の都合により日程を変更しております。

2027年

2026年開催日

毎月 第２・第４火曜日
※祝日等による変更あり

7月
14日（火）

28日（火）

10月
13日（火）

27日（火）

1月
12日（火）

26日（火）

8月
  18日（火）※

25日（火）

11月
10日（火）

24日（火）

2月
９日（火）

 16日（火）※

9月
８日（火）

29日（火）※

12月
８日（火）

22日（火）

3月
９日（火）

30日（火）

相談員

民生委員・学識経験者・身体障害者
相談員

時間

午後1時30分～午後4時

お申込み

事前予約制
(社協の窓口またはお電話で承ります)

あなたの町の社会福祉協議会は、
このような福祉事業を行っています。



　地域包括支援センターは、65歳以上の方の介護・福祉に関する総合相談窓口です。

　誰もが安心して地域で暮らせる地域包括ケアシステムの実現に向けて介護予防の推進、認知症の方

を支える体制づくり、ネットワークづくり等にも取り組んでいます。現在実施している事業の一部を

紹介します。

「お口の健康は、体の健康。」最新研究でわかった、一生元気に過ごすための
“お口の整え方”を分かりやすく解説します！

五 霞 町 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

「お口の健康は、体の健康。」最新研究でわかった、一生元気に過ごすための
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　五霞町地域包括支援センターでは、各行政区のセンターを

会場として「元気はつらつ倶楽部」を実施しています。
　7月から9月にかけては高温が予想されるため、熱中症予

防の観点から福祉センター「ひばりの里」にて開催します。
予約不要です。みなさんのご参加をお待ちしております！

対　象 ： 町内在住65歳以上の方
場　所 ： 福祉センター「ひばりの里」機能訓練室
利用日 ：  月・火・木・金　9:30～11:30、13:30～16:00
料　金 ：1回200円
持参品 ：上履き、タオル、飲み物
★初回の説明時のみ要予約

★詳細が決まり次第ホームページでお知らせ致します

日 時 ：令和8年7月16日(木)　11時00分～12時00分
場 所 ：福祉センター「ひばりの里」和室
内 容 ：口腔ケアから始める健康づくり
講 師 ：歯科衛生士
定 員 ：30名程度 
申 込 ： 事前申し込みとなります。令和8年7月9日(木)までに、下記まで電話・ＦＡＸ・メール

いずれかの方法でお申し込みください。

 ☎ ：0280-84-0765　 FAX：0280-84-3887　E-mail：hokatsu.kyouyu@gmail.com

県央五霞

五霞町福祉センター
ひばりの里

旧五霞東小学校

MAP

月 日 毎週火曜日 10 時～

7月 7日、14日、21日、28日

8月 4日、18日、25日

9月 1日、8日、15日、29日

7月・8月・9月の「元気はつらつ倶楽部」は
福祉センターひばりの里で開催します！

始めよう ひばりフィットネス

令和8年度　第１回介護予防教室 「お口の健康教室」

参加無料

 ：  月・火・木・金　9:30～11:30、13:30～16:00

ひばりフィットネス




